




寺 田 忠 司a， 難 波 良 文a， 兒 玉 昌 之a
門 田 弘 明a， 相 賀 礼 子a， 花 川 志 郎a






期待され，また locking plate の利用により早期可動域訓練
が可能であり，最小侵襲手術として有用であった．
２. 小児陳旧性 Monteggia 骨折の１例
岡山大学医学部・歯学部附属病院　整形外科
横 山 裕 介，　島 村 安 則，　野 田 知 之
西田圭一郎，　門 田 康 孝，　雑 賀 建 多











三 宅 由 晃，　三 谷 　 茂，　遠 藤 裕 介
藤 原 一 夫，　皆 川 　 寛，　鉄 永 智 紀









































林 　 隆 宏，　三 澤 治 夫，　越宗幸一郎







７. 腰椎すべり症に対する S4 SRI の使用経験
国立病院機構岡山医療センター　整形外科
田 村 佳 久，　中原進之介，　竹 内 一 裕











奥 山 倫 弘，　岡田正比呂，　中 井 幹 三











本 田 　 威，　濱 中 荘 平，　南 　 一 司
稲垣英一郎，　湯 川 拓 郎，　中 田 昌 男
正 木 久 男，　田 淵 　 篤，　柚 木 靖 弘
清 水 克 彦，　平 見 有 二，　久 保 裕 司












金 光 仁 志，　笠 原 真 悟，　大 島 　 祐










平 岡 有 努，　吉 鷹 秀 範，　石 田 敦 久
津 島 義 正，　杭ノ瀬昌彦，　都津川敏範
畝 　 　 大，　片山桂次郎，　山 澤 隆 彦














川 崎 伸 弘，　松 前 　 大，　越宗龍一郎
山 野 寿 久，　羽井佐　実，　森 　 雅 信







13. 内頚動脈狭窄症に対する CEA 術後再発例の検討
川崎医科大学附属川崎病院　脳神経外科
國 塩 勝 三，　斉 藤 信 幸
　平成16年４月より平成20年４月までの期間に，当院にお
いて内頚動脈狭窄症に対して頚動脈内膜剥離術（CEA）を
施行した症例は28例である．これまでの follow up 期間中
に２例が再発した（7.1％）．１例は，72歳女性，左 CEA 
11ヵ月後に再発し頚動脈ステント留置術（CAS）を行った．





山 本 康 弘a， 服 部 千 春a， 山 田 祥 子a
小 山 晃 子a， 田 中 伸 吾a， 高 田 温 行a
篠 山 美 香a， 漆 原 克 之a， 岡 　 博 昭a
森 口 隆 彦a， 濱 中 莊 平b， 南 　 一 司b













植 村 享 裕，　徳山英二郎，　安 井 史 明
佐 藤 卓 士，　森 定 　 淳，　杉 山 成 史
山 下 修 二，　長谷川健二郎，難波祐三郎









16. Para-trochanteric perforator flap による大転子
部褥瘡の治療経験
川崎医科大学　形成外科
小 山 晃 子，　岡 　 博 昭，　山 田 祥 子
服 部 千 春，　高 田 温 行，　山 本 康 弘












徳山英二郎，　妹 尾 貴 矢，　植 村 亮 裕
森 定 　 淳，　佐 藤 卓 士，　雑 賀 美 帆
杉 山 成 史，　長谷川健二郎，難波祐三郎












伊藤麻衣子a，　土居原博義a，　平 　 成 人a














津 下 　 到，　青 木 久 尚，　藤 岡 佑 介











古 川 公 之，　野 上 智 弘，　岡 崎 幹 生











平 野 　 豊，　枝 園 和 彦，　古 川 公 之
野 上 智 弘，　山 本 寛 斉，　岡 崎 幹 生
山 根 正 修，　豊 岡 伸 一，　大 藤 剛 宏









22. von Recklinghausen 病に合併した胸腔内多発神
経線維腫の１例
川崎医科大学　胸部心臓血管外科
佐 藤 泰 介，　中 田 昌 男，　清 水 克 彦
平 見 有 二，　前 田 　 愛，　湯 川 拓 郎
久 保 裕 司，　稲垣英一郎，　南 　 一 司
濱 中 荘 平，　田 淵 　 篤，　柚 木 靖 弘
正 木 久 男，　種 本 和 雄









入 江 真 大，　重 松 久 之，　安 藤 陽 夫























谷 口 文 崇，　仁 熊 健 文，　須 井 健 太












林 　 次 郎，　吉 田 和 弘，　木下真一郎













清 田 正 之，　吉 田 龍 一，　八 木 孝 仁
貞 森 　 裕，　松 田 浩 明，　篠 浦 　 先
楳 田 祐 三，　水 野 憲 治，　佐 藤 太 祐









28. 膵病変を伴わない IgG4 関連硬化性胆管炎の一例
岡山大学医学部・歯学部附属病院　肝胆膵外科
内 海 方 嗣，　吉 田 龍 一，　八 木 孝 仁
貞 森 　 裕，　松 田 浩 明，　篠 浦 　 先
楳 田 祐 三，　水 野 憲 治，　佐 藤 太 祐











奥 山 倫 弘，　國 末 浩 範，　森 　 秀 暁
臼 井 秀 仁，　市 原 周 治，　川 崎 賢 祐
太 田 徹 哉，　藤 原 拓 造，　臼 井 由 行













臼 井 秀 仁，　太 田 徹 哉，　奥 山 倫 弘
市 原 周 治，　森 　 秀 暁，　川 崎 賢 祐
国 末 浩 範，　藤 原 拓 造，　臼 井 由 行











岩谷佳代子，　冨 山 浩 司，　上 野 　 剛
岡 田 真 典，　羽 藤 慎 二，　伊 野 英 男












岡 田 真 典，　伊 野 英 男，　林 　 達 朗
万 代 康 弘，　冨 山 浩 司，　川 崎 賢 祐












岡 田 真 典，　豊 岡 伸 一，　田 尾 裕 之
羽 藤 慎 二，　山 根 正 修，　伊 野 英 男











廣 瀬 　 泉 ，　今 田 孝 子，　真 壁 幹 夫










三 村 太 亮，　三 宅 　 啓，　谷 本 光 隆
中 川 賀 清，　中 岡 達 雄，　矢 野 常 広













渡辺啓太郎，　高 木 章 司，　三好健太郎
中 原 早 紀，　多 田 明 博，　佃 　 和 憲
池 田 英 二，　平 井 隆 二，　森 山 重 治











田 邊 俊 介，　猶 本 良 夫，　藤 　 智 和
近 藤 喜 太，　藤 原 康 宏，　吉 田 亮 介
野 間 和 広，　櫻 間 一 史，　宇 野 　 太
香 川 俊 輔，　白 川 靖 博，　山 辻 知 樹
小 林 直 哉，　藤 原 俊 義，　松 原 長 秀










野 間 和 広，　猶 本 良 夫，　藤 　 智 和
田 邊 俊 介，　近 藤 喜 太，　藤 原 康 宏
吉 田 亮 介，　櫻 間 一 史，　宇 野 　 太
香 川 俊 輔，　白 川 靖 博，　山 辻 知 樹
小 林 直 哉，　藤 原 俊 義，　松 原 長 秀








石 川 　 亘，　片 岡 正 文，　繁 光 　 薫












枝 園 和 彦，　豊 岡 伸 一，　岡 崎 幹 生
山 根 正 修，　羽 藤 慎 二，　大 藤 剛 宏









41. EUS-FNA 後の出血により緊急手術を行った胃 
GIST の１例
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器・腫瘍外科学
藤 　 智 和，　猶 本 良 夫，　田 邊 俊 介
近 藤 喜 太，　藤 原 康 宏，　吉 田 亮 介
野 間 和 広，　櫻 間 一 史，　宇 野 　 太
香 川 俊 輔，　白 川 靖 博，　山 辻 知 樹
小 林 直 哉，　藤 原 俊 義，　松 原 長 秀
松 岡 順 治，　田 中 紀 章
　症例は59歳男性．検診の胃透視にて胃体部に径６㎝の粘
膜下腫瘍を指摘．精査加療目的に当科入院後，GIF で 










原 田 昌 明，　大 村 泰 之，　秋 山 一 郎
河 合 　 央，　鷲 尾 一 浩，　西 　 英 行











小 林 直 哉，　河 本 洋 伸，　藤 原 康 宏
田 辺 俊 介，　近 藤 喜 太，　白 川 靖 博















越宗龍一郎，　山 野 寿 久，　川 﨑 伸 弘
羽井佐　実，　森 　 雅 信，　松 前 　 大












多 田 明 博，　高 木 章 司，　中 原 早 紀
渡辺啓太郎，　佃 　 和 憲，　池 田 英 二
平 井 隆 二，　森 山 重 治，　辻 　 尚 志









中 原 早 紀a， 辻 　 尚 志a， 多 田 明 博a
三好健太郎a， 渡辺啓太郎a， 佃 　 和 憲a
高 木 章 司a， 池 田 英 二a， 平 井 隆 二a
森 山 重 治a， 名 和 清 人a， 国 友 忠 義b
　症例は76歳男性．２日前からの嘔吐・腹痛を主訴に当院
受診．CT にて空腸憩室症・腸閉塞と診断し緊急手術施行．
開腹にてトライツ靭帯より約１mの部位で大網がバンドを
形成し空腸が狭窄．30㎝～70㎝の部位に拡張した空腸憩室
を10個認め，憩室・狭窄部を含む小腸部分切除術を施行．
病理所見では憩室は仮性憩室で，軽度の炎症像を認めた．
比較的稀な空腸憩室症の１例を経験したので若干の文献的
考察を加えて報告する．
